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冬への備え　有終公園の雪つり作業

そのときに備えて　市・県総合防災訓練

（緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練）

第六次大野市総合計画

アンケートとワークショップから見る市民の考え

市政功労者表彰
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市×県 総合防災訓練

　11月２日、大雨と洪水による警戒レベル４の避難勧告発令、そして震
度６強の地震が発生したという想定で小山地区を中心に大野市総合防災
訓練が実施されました。また大雨と地震の大規模複合災害に備えた県総
合防災訓練を真名川憩いの島で実施。これに合わせて、中部７県と滋賀
県の消防が参加する緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練が前日から開
催されました。市消防と消防団、住民のほか、市外、県外の応援部隊、
自衛隊など多くの関係機関が訓練に参加し、災害時の初動対応を確認し
ました。
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市
で
は
現
在
、
長
期
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示

す
第
六
次
大
野
市
総
合
計
画

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
作
成

に
当
た
り
、
市
民
の
意
識

や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意

向
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
と
地
区
別
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
結
果
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

問　
総
合
政
策
課 

　
（
☎
64
・
４
８
２
４
）

大野市のイメージは？

第
六
次
大
野
市

総
合
計
画

　時期　７～８月
　対象者
　市民　18歳以上の市民1000人を無作為抽

出、回答率32.7㌫
　中高生　大野高校、奥越明成高校の３年生

と市内中学校３年生計562人、回答率
94.5㌫

　ゆかりのある人　市外在住の大野の応援団
「ゆいびとファンクラブ」登録者から300
人を無作為抽出、回答率48.7㌫

　大野への移住者　市内在住の「おおのぐらし
にゅーす」登録者55人、回答率20.0㌫

計画策定のため重ねてきた　会議

６月２日日
　第１回大野市総合計画審議会
７月16日火
　第１回第六次大野市総合計画策定幹事会
10月４日金
　第２回第六次大野市総合計画策定幹事会
11月28日木
　第３回第六次大野市総合計画策定幹事会
12月22日日（予定）
　第２回大野市総合計画審議会
※このほかに、本年度中に、
　審議会、幹事会を
　各１回程度開催予定

時
期
　
８
～
９
月

会
場
　
各
公
民
館（
９
地
区
８
会
場
）

参
加
人
数
　
１
９
３
人

内
容
　
第
五
次
大
野
市
総
合
計
画
の
施
策
ご
と
の
満
足
度
調
査
と
意

見
交
換

地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

アンケート調査

出
さ
れ
た
意
見（
一
部
の
み
）

・
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
人
一
人
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

求
め
る

・
若
い
人
が
働
き
た
い
と
思
え
る
職
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
。
地
元
に
残
る
人
、
ま
た
は
戻
っ
て
来
る
人
が
増
え
る
よ
う

な
魅
力
の
創
出
が
必
要

・
自
然
が
良
く
な
い
と
こ
ろ
に
は
産
業
も
来
な
い
。
何
を
最
優
先

す
る
か
を
第
六
次
に
反
映
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
自
然
を
第
一

に
考
え
な
い
と
次
世
代
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
は

で
き
な
い

・
仕
事
は
福
井
市
で
、
住
む
の
は
静
か
で
落
ち
着
い
た
大
野
で
と
い

う
の
は
ど
う
か

・
小
中
学
校
を
早
く
統
合
し
て
ほ
し
い
。
先
生
も
支
援
し
や
す
い
体

制
と
な
る
の
で
は
。
人
数
が
少
な
す
ぎ
て
不
安

・
結
の
心
を
宿
す
子
を
育
て
る
な
ら
、
学
校
を
な
く
さ
ず
、
地
域
と

共
に
育
て
る
こ
と
が
必
要

・
若
い
人
が
農
業
と
い
う
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
経
済
的
な
保
証
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
生
活
の
基

盤
と
な
る
仕
事
と
し
て
の
農
業
が
成
立
す
る
状
態
が
必
要

・
住
居
や
納
屋
な
ど
が
空
き
家
に
な
っ
て
自
然
倒
壊
し
た
り
、
放
置

さ
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
鳥
獣
の
す
み
か
に
な
っ
た
り
し
て
い

て
、
生
活
の
不
安
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
の
取
り
組

み
が
不
十
分
だ

・
公
民
館
活
動
の
内
容
の
充
実
で
地
域
は
生
か
さ
れ
る
。
公
民
館
が

拠
点
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し
い

・
行
財
政
が
大
問
題
で
、
多
く
の
市
民
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
ど

う
や
っ
て
税
収
を
上
げ
、
執
行
し
て
い
く
か
に
関
心
が
あ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す

【
中
高
生
】

・
交
通
の
便
が
悪
い
。
車
に
乗
れ
な
い
私
た
ち

の
足
と
な
る
列
車
と
バ
ス
を
１
時
間
に
１
本

は
出
す
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

・
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
た
り
自
然
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
、
美
し
い
自
然
を
守
り
続
け
た
い

【
ゆ
か
り
の
あ
る
人
】

・
中
部
縦
貫
道
の
通
行
車
両
を
ま
ち
な
か
に
呼

び
込
む
工
夫
が
必
要

・
多
く
の
魅
力
や
観
光
資
源
を
抱
え
て
い
る
が
、

知
名
度
と
交
通
ア
ク
セ
ス
に
弱
点
が
あ
る

【
市
民（
移
住
者
を
含
む
）】

・
Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
の
本
数
が
少
な
く
、
快
速
も

な
い
た
め
、
鉄
道
で
の
通
勤
が
と
て
も
不
便

・
子
ど
も
・
老
人
・
障
が
い
者
の
生
き
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
が
、
全
員
の
生
活
し
や
す
い
ま
ち
だ

・
20
代
・
30
代
が
大
野
で
働
き
、
結
婚
し
て
住
ん

で
い
き
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

・
子
ど
も
が
遊
べ
る（
特
に
屋
内
）施
設
が
必
要

・
高
齢
で
あ
っ
て
も
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
な
支
援
を

自
由
意
見 （
一
部
の
み
）

 
と　
　
　
　
　
　
　

　

           

か
ら
見
る

          
市
民
の

考
え

ア
ン
ケ
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「豊かな自然がある」が最も多く、次いで「災害や犯罪が少なく安心」、「生
活環境がよく清潔」、「人情味が深く、ふれあいがある」、「気候がよく住みや
すい」、「地域に密着した行事がある」の順となっています。

無
回
答

そ
の
他

気
候
が
よ
く
住
み
や
す
い

地
域
に
密
着
し
た
行
事
が
あ
る

文
化
財
が
多
く
、
芸
術
文
化

水
準
が
高
い

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
が
多
い

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
施
設
が

よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る

日
常
の
買
い
物
の
便
が
よ
い

災
害
や
犯
罪
が
少
な
く

安
心
し
て
住
め
る

人
情
味
が
深
く
、

ふ
れ
あ
い
が
あ
る

生
活
環
境（
地
下
水
・
ご
み
な
ど
）

が
よ
く
清
潔

山
や
川
な
ど
豊
か
な
自
然
が
あ
る

学
校
や
集
会
施
設
な
ど
が

整
備
さ
れ
て
い
る

道
路
や
交
通
の
便
が
よ
い

100%

5.2 9.5 9.5
3.7 3.4

10.7 13.5
1.8 0.60.0

84.1

38.2
28.7

62.7
80%

60%

40%

20%

大野市の改善すべきところは？
　「公共交通を使いやすくする」が最も多く、次いで「宿泊施設の
充実」「楽しく買い物ができる場所を増やす」「観光客が市民とふ
れあう機会を増やす」の順となっています。

市民が考える

大野に必要な取り組みは？
　「出産、子育て支援」が最も多く、次いで「高齢者が健康で暮らすための支
援」、「道路、交通など社会基盤の整備」の順となっています。

無
回
答

行
財
政
改
革
の
推
進

地
域
づ
く
り
の
た
め
の

支
援
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

文
化
の
保
存
・
継
承
や
振
興

教
育
環
境
の
充
実

観
光
の
振
興

農
林
水
産
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
の
充
実

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

支
援
の
充
実

高
齢
者
が
健
康
で
暮
ら
す
た
め
の

支
援
の
充
実

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
た
め
の

支
援
の
充
実

防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進

生
活
環
境
の
維
持
・
向
上

道
路
、
交
通
、
情
報
な
ど
の

社
会
基
盤
の
整
備

100%

60%

80%

40%

20%

37.6

25.1

8.9

57.2

38.5

7.3

28.7
17.4

11.9 13.5 11.9
2.1 3.4

10.7
19.6

0.9

市民が考えるゆかりのある人が
考える

将来どんなまちに住んでみたい？
　「快適な生活環境が充実したまち」「安心して暮らせる犯罪や災
害に強いまち」が多く、次いで「インフラの整ったまち」「安心し
て子どもを産み、育てることのできるまち」の順となっています。

中高生が考える

道
路
や
交
通
、
情
報
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
の
整
っ
た
ま
ち

快
適
な
生
活
環
境
が

充
実
し
た
ま
ち

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

犯
罪
や
災
害
に
強
い
ま
ち

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

高
齢
者
が
健
康
で

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

障
が
い
の
あ
る
人
も
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

健
康
づ
く
り
が
盛
ん
で
、

医
療
体
制
も
充
実
し
た
ま
ち

地
域
の
人
が
元
気
に
活
動
し
、

地
域
づ
く
り
が
盛
ん
な
ま
ち

商
店
や
企
業
に

元
気
が
あ
る
ま
ち

働
き
が
い
の
あ
る
ま
ち

農
業
や
林
業
が
盛
ん
な
ま
ち

多
く
の
人
が
訪
れ
る

観
光
の
ま
ち

教
育
環
境
が
充
実
し
た
ま
ち

歴
史
や
文
化
が
豊
か
な
ま
ち

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
ま
ち

無
回
答

20%

40%

60%

80%

100%

38.0

50.7 50.5

23.9

6.0 3.6
13.2

23.0 20.2

4.0
9.8 7.3 3.8

8.9 11.7
4.7

鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
を
使
い
や
す
く
す
る

安
心
し
て
歩
け
る

道
路
を
増
や
す

観
光
客
が
市
民
と
ふ
れ
あ
う

機
会
を
増
や
す

観
光
客
に
対
す
る

お
も
て
な
し
の
向
上

楽
し
く
買
い
物
が
で
き
る

場
所
を
増
や
す

娯
楽
施
設
や

遊
ぶ
場
所
を
増
や
す

気
軽
に
文
化
、
芸
術
、
芸
能
に

触
れ
る
場
所
を
増
や
す

宿
泊
施
設
を
充
実
さ
せ
る

土
産
品
を
充
実
さ
せ
る

就
職
の
機
会
を
増
や
す

そ
の
他

無
回
答

20%

40%

60%

80%

100%

50.0

8.9

30.1

16.4

32.2

8.9

27.4

41.8

21.9
15.1

8.2
2.1
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市政功労者を表彰
　11月３日、結とぴあで令和最初の市政功労者表彰式を行いました。本市のさまざまな
活動に関わり、市政の進展に貢献した市政功労者11人と５団体が選ばれました。

間 も なく冬 が や ってくる

作業者を紹介してほしい人 作業者として登録できる人

市役所
防災防犯課
☎64・4800

屋根雪下ろし作業者を紹介します
　自分で屋根雪下ろしができない世帯に、あらかじめ市に登録された作業者を紹介します。作業は有料です。
　トラブルを避けるため、作業の前に必ず当事者同士で作業内容や料金を決めてください。

作業者名簿

防災防犯課に電話で「登録票」の送
付を依頼し、送付された登録票に
必要事項を記入し返送

◆令和元年度標準作業単価
　屋根面積76平方㍍（約23坪）当
たり１万5600円。ただし、下ろ
した雪の処理費用は含まない。原
則として、弁当や用具は作業者が
持参し、交通費は依頼者が実費負
担してください。

防災防犯課に電話で「作業
者名簿」の送付を依頼

③名簿を基に作業者に連絡

①
名
簿
に
登
録

②
名
簿
を
送
付

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
▼
富

平
昌
宏（
天
神
町
）選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
12
年
▼
村
西
勝
雄

（
中
据
）公
平
委
員
会
委
員
と
し
て

12
年
▼
伊
藤
久
美
男（
今
井
）行
政

連
絡
事
務
嘱
託
員（
区
長
）と
し
て

15
年
余

　

産
業
の
振
興
に
寄
与
▼
村
西
利

榮（
吉
野
町
）大
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
役
員
と
し
て
19
年

余
▼
羽
生
達
夫（
猪
島
）上
庄
大
井

土
地
改
良
区
役
員
と
し
て
22
年
余

　

教
育
文
化
の
振
興
に
寄
与
▼
神

子
踊
保
存
会　

神
子
踊
り
の
普
及

指
導
▼
雨
乞
い
踊
り
保
存
会　

雨

乞
い
踊
り
の
普
及
指
導
▼
し
ぐ
さ

踊
り
保
存
会　

し
ぐ
さ
踊
り
の
普

及
指
導
▼
大
野
市
相
撲
連
盟　

相

撲
の
楽
し
さ
や
魅
力
を
発
信
し
、

相
撲
競
技
の
普
及
お
よ
び
発
展
に

寄
与
▼
山
村
敏
浩（
柿
ケ
嶋
）ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
15
年
余

　

保
健
衛
生
の
推
進
に
寄
与
▼
富

田
晴
美（
美
川
町
）保
健
推
進
員
と

し
て
15
年
余

　

交
通
安
全
の
推
進
に
寄
与
▼
西

田
與よ

し

お

司
男（
南
新
在
家
）交
通
指
導

員
と
し
て
15
年
余

　

消
防
団
の
発
展
に
寄
与
▼
畑
原

幸
三（
下
丁
）消
防
団
員
と
し
て
30

年
余
▼
内
藤
良
和（
八
町
）消
防
団

員
と
し
て
30
年
余
▼
富
田
惣
一

（
下
丁
）消
防
団
員
と
し
て
30
年
余

　

大
野
イ
ト
ヨ
の
会　

イ
ト
ヨ
の

保
護
活
動
や
環
境
整
備
活
動
な
ど

を
継
続
し
、
イ
ト
ヨ
保
護
に
寄
与

問　

総
務
課
（
☎
64
・
４
８
２
０
）

交
　
　
通

教
育
文
化

消
　
　
防

保
健
衛
生

産
業
振
興

自
治
振
興

徳
行
卓
越

功績をたたえ

雪 へ の 備 え と

助 け 合 い
雪 へ の 備 え と

助 け 合 い

　大雪になると作
業者が不足しま
す。作業ができる
人の積極的な登録
をお願いします。

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを
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12
月
か
ら
２
月
ま
で
の
平
日
夕
方
に
、

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
を
増
便
運
行
し
ま
す
。

　

日
没
が
早
ま
り
、
降
雪
に
よ
り
道
路
状

況
が
悪
く
な
る
の
で
、
交
通
安
全
の
た
め

に
も
通
勤
・
通
学
な
ど
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
時
刻
表
を
作
り
ま
す

　

利
用
し
た
い
停
留
所
と
時
刻
の
み
を
記

載
し
た
、
利
用
す
る
人
専
用
時
刻
表「
マ
イ

時
刻
表
」を
無
料
で
作
り
ま
す
。

　

電
話
で
も
申
し
込
み
可
能
で
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
約
１
週
間
で

郵
送
し
ま
す
。

公
共
交
通
の
使
い
方
を
説
明

　
「
公
共
交
通
を
利
用
し
た
い
が
使
い
方
が

分
か
ら
な
い
」と
い
う
人
に
、
要
望
に
応
じ

て
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
や

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
会
合
に
合
わ
せ
て
実

施
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問　

建
築
営
繕
課 

（
☎
64
・
４
８
１
５
）

　

冬
期
間
は
地
下
水
位
が
著
し
く
低
下
す

る
傾
向
に
あ
り
、
湧
水
地
の
枯
渇
や
井
戸

枯
れ
に
よ
り
生
活
用
水
が
不
足
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
地
下
水
保
全
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。「
地
下
水
で
融
雪
し
な
い
」

「
節
水
を
心
掛
け
る
」な
ど
、
お
互
い
に
協
力

し
て
、
快
適
に
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

融
雪
に
地
下
水
を
使
用
し
な
い

　

市
の
地
下
水
保
全
条
例
で
は
、
融
雪
の

た
め
の
地
下
水
使
用
を
禁
止
す
る
抑
制
地

域
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
を
中
心

と
し
た
抑
制
地
域
内
で
は
、
道
路
法
に
定

め
る
道
路
や
広
場
な
ど
以
外
で
、
融
雪
に

地
下
水
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

節
水
は
小
さ
な
こ
と
か
ら

　

地
下
水
位
を
知
ら
せ
る
掲
示
板
は
、
御
清

水
や
荒
井
公
園
、
小
山
公
民
館
な
ど
市
内
16

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
毎
日
水
位
を
計

測
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
春

日
公
園
の
水
位
に
よ
っ
て
注
意
報
や
警
報
を

発
令
し
て
い
ま
す
。
地
下
水
位
の
状
況
に
注

意
し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
下
水
の
揚
水
量
の
約
４
割
は

家
庭
で
使
用
さ
れ
る
生
活
水
で
す
。
日
常

生
活
で
は
節
水
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

新
た
に
地
下
水
を
採
取
す
る
と
き
は
届
け

出
を

　

市
の
地
下
水
保
全
条
例
で
定
め
る
抑
制

地
域
内
で
一
定
以
上
の
大
き
さ
の
揚
水
施

設
を
整
備
す
る
場
合
は
、
水
量
測
定
器
を

備
え
、
採
取
量
を
市
に
報
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問　

湧
水
再
生
対
策
室
（
☎
64
・
４
８
１
３)

　

道
路
の
除
雪
は
、
建
設
整
備
課
と
県
奥

越
土
木
事
務
所
が
行
い
ま
す
。
車
道
は
積

雪
深
10
㌢
以
上（
最
重
点
除
雪
路
線
は
５
㌢

以
上
）、
歩
道
は
積
雪
深
20
㌢
以
上
で
除
雪

機
械
が
出
動
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
次

の
４
つ
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い

②
家
の
前
の
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
交
通
の
妨
げ
に
な
り
ま
す

③
屋
根
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

下
ろ
し
た
雪
が
道
路
に
出
た
場
合
、
速

や
か
に
始
末
し
て
く
だ
さ
い

④
交
通
渋
滞
を
避
け
る
た
め
、
除
雪
は
夜

間
や
早
朝
に
行
い
ま
す
。
騒
音
や
振
動

が
伴
い
ま
す
が
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
除

雪
し
た
雪
の
始
末
に
も
協
力
し
て
く
だ

さ
い

雪
捨
て
場
は
３
カ
所

　

屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
で
出
た
雪
は
、
地

図
に
示
し
た
雪
捨
て
場
に
捨
て
て
く
だ
さ

い
。
受
け
入
れ
時
間
は
、
午
前
８
時
か
ら

午
後
８
時
ご
ろ
ま
で
で
す
。

流
雪
溝
の
利
用
は
適
正
に

　

流
雪
溝
や
水
路
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
雪

が
詰
ま
る
と
、
下
流
域
で
水
が
あ
ふ
れ
床

下
浸
水
な
ど
の
家
屋
被
害
に
つ
な
が
り
ま

す
。
流
雪
溝
の
利
用
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
除
雪
の
あ
る
日
や
土
日
は
各
家
庭
の
雪

か
き
が
集
中
し
ま
す
。
同
じ
流
雪
溝
な

ど
を
使
用
す
る
区
は
、
事
前
に
連
絡
調

整
し
作
業
し
ま
し
ょ
う

②
機
械
で
雪
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

雪
は
細
か
く
砕
い
て
流
し
ま
し
ょ
う

③
流
水
量
が
少
な
い
と
き
は
、
無
理
に
雪

を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

④
開
閉
式
の
ふ
た
を
開
け
て
排
雪
す
る
と

き
は
、
赤
布
な
ど
で
目
印
を
し
、
歩
行

者
や
車
が
気
付
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

作
業
終
了
後
は
、
ふ
た
を
確
実
に
閉
め

て
く
だ
さ
い

そ
の
他

　

公
共
施
設
の
駐
車
場
で
の
夜
間
駐
車
は

除
雪
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
に
雪
が
あ
る
と
き
は
、
外
出
の
際
、

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
る

②
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

③
車
に
は
ス
タ
ッ
ク
に
備
え
て
チ
ェ
ー
ン
、

ス
コ
ッ
プ
、
け
ん
引
ロ
ー
プ
な
ど
を
入

れ
て
お
く

④
除
雪
に
伴
う
交
通
規
制
に
協
力
す
る

⑤
出
か
け
た
先
に
駐
車
場
が
確
保
さ
れ
て

い
る
か
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る

⑥「
み
ち
情
報
ネ
ッ
ト
ふ
く

いh
ttp

s
://in

fo
.p

re
f.

fu
k

u
i.jp

/h
o

z
e

n
/

yu
ki/

」で
積
雪
の
状
況
を

確
認
す
る

問　

建
設
整
備
課
（
☎
64
・
４
８
１
２
）

　

積
雪
期
の
ご
み
収
集
に
は
、
皆
さ
ん
の

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
ご
み
は
、
必
ず
収
集
日
の
午
前
８
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

②
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
囲
の
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す

③
ご
み
は
、
住
ん
で
い
る
地
区
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
地
区
外

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
持
ち
込
ま
な

い
で
く
だ
さ
い

※
道
路
事
情
な
ど
で
、
収
集
が
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い

問　

市
民
生
活
課
（
☎
64
・
４
８
３
１
）

　

空
き
家
の
屋
根
雪
を
放
置
し
た
こ
と
に
よ

り
、
落
雪
や
倒
壊
な
ど
で
近
隣
に
危
害
を
及

ぼ
し
て
い
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
は
所
有
者
や
管
理
者
の
責
任
に

お
い
て
適
切
に
管
理
す
べ
き
も
の
で
、
空

き
家
を
放
置
し
他
人
に
損
害
を
与
え
た
場

合
は
、
空
き
家
の
所
有
者
・
管
理
者
が
損

害
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
屋
根
雪
下
ろ
し
を
行
う
な
ど
、
空
き

家
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

防
災
防
犯
課
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

路線
増便

越前大野駅
発車時刻

主な停留所の
発車時刻

赤バス
第６便

16：55
大野警察署発17：14
大野高校前発17：46

青バス
第６便

16：45
大野高校前発17：05
大野警察署発17：34

12～２月の平日のみ運行

 12
月
１
日
～
７
日
は

「
雪
に
備
え
る
週
間
」

降
雪
時
の
お
出
か
け
は
慎
重
に

雪
が
降
っ
た
ら

ご
み
収
集
に
も
協
力
を

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を

道
路
除
雪
に
協
力
を

冬
期
間
限
定
　
ま
ち
な
か
循
環

バ
ス
を
増
便
運
行

市
民
の
財
産

「
地
下
水
」を
守
ろ
う

大野高校

開成中

結とぴあ

市役所

亀山駐車場

排雪車両が多い時は
待機場所とします

中野

新町

亀山

吉

井ノ口

真名川
憩いの島

堂本

中保

亀山橋

富田大
橋

君ヶ代
橋

六間通り

R158

R158

R158
R158

R157

至福井

下庄小 浄化センター

JA
カントリー三

番
通
り

赤
根
川

真
名
川雪

捨
て
場

雪捨て場

雪捨て場
進
行
方
向

小型車（４トン未満）の雪捨て場 大型車（４トン以上）の雪捨て場

亀山橋付近は通学路です。
児童生徒の安全に
ご配慮ください

2019年  春日公園観測井地下水位変動グラフ

降
水
量
（
ｍ
ｍ
）
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令和元年度上半期執行状況（９月末現在）

市
の
財
政
状
況

　

市
で
は
、
毎
年
、
予
算
の
執
行
状
況
や
決
算
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
の
使
い
道

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
元
年
９
月
末
現
在
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

財
政
課
（
☎
64
・
４
８
２
３
）

一般会計歳入 予算現額：198億0885万円
収入済額：   84億7940万円

事業名 予算現額
歳入 歳出

収入済額 割合 支出済額 割合

国民健康保険 35億9265万円 14億1472万円 39.4㌫ 12億7840万円 35.6㌫

和泉診療所 9463万円 2730万円 28.8㌫ 4016万円 42.4㌫

後期高齢者医療 4億4104万円 1億4784万円 33.5㌫ 1億3644万円 30.9㌫

介護保険 40億1644万円 19億2672万円 48.0㌫ 16億2369万円 40.4㌫

簡易水道 1億5937万円 4525万円 28.4㌫ 3569万円 22.4㌫

農業集落排水 3億4462万円 8870万円 25.7㌫ 1億5374万円 44.6㌫

下水道 14億1759万円 3億2668万円 23.0㌫ 5億7448万円 40.5㌫

合　計 100億6634万円 39億7721万円 39.5㌫ 38億4260万円 38.2㌫

特別会計 特定の事業を行うため、一般会計と区別して経理するために
設けられている会計です

一般会計歳出 予算現額：198億0885万円
支出済額：   75億3528万円

基金・市債・市税負担の各状況（特別会計、企業会計を含む）

区分 市民一人当たり 一世帯当たり

基金（貯金） 現在高：63億5536万円 19万2249円 53万6770円

市債（借金） 現在高：220億8673万円 66万8121円 186万5433円

市税負担 収入済額：23億2132万円 7万0220円 19万6057円

※令和元年９月末現在の人口（３万3058人）と世帯数（１万1840世帯）で計算

企業会計 民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄う独立採算制を原則とする
会計です。本市の場合、水道事業が該当します

収支別
収入 支出

予算現額 収入済額 割合 予算現額 支出済額 割合

収益的収支 1億6697万円 4287万円 25.7㌫ 1億5096万円 2601万円 17.2㌫

資本的収支 6791万円 721万円 10.6㌫ 1億3237万円 932万円 7.0㌫

※収益的収支とは、事業運営と施設管理のための予算。資本的収支とは、施設整備などのための予算
※資本的収支の支出に対する収入の不足分は内部留保資金などで補填

前年度から本年度に持ち越したお金 繰　越　金

市　　　債

そ　の　他

市　　　税

地方交付税

分担金
および負担金

使用料
および手数料

国庫支出金

県 支 出 金

繰　入　金

376,836
232,132（61.6％）

593,000

386,076（65.1％）

5,575
2,713（48.7％）

26,634
11,846（44.5％）

286,845
53,668（18.7％）

26,016（12.5％）
208,161

139,462
（0.0％）

21,804
83,478（382.9％）

188,800
（0.0％）0

133,768
52,011（38.9％）

0

予算現額

収入済額

単位：万円

（  ）内は収入済割合　

保育所の保育料など

市民税、固定資産税など
市民の皆さんが納めた税金

地方の財政格差をなくすため
国から交付されるお金

公共施設や公共サービスの
利用者が納めたお金

市が行う特定の事業に対して
国から交付されるお金

市が行う特定の事業に対して
県から交付されるお金

積立金（基金）の取り崩しや
他の会計から繰り入れるお金

道路など公共施設を整備するなどの目的で
国や銀行などから借り入れるお金（借金）予　備　費

災害による被害箇所の復旧経費 災害復旧費

議　会　費

教育や文化、スポーツの振興などの経費 教　育　費

総　務　費

農業・林業の活性化などの経費 農林水産業費

商工業や観光の振興などの経費 商　工　費

道路や河川、公園の整備・維持管理などの経費 土　木　費

244,646

553,282

（41.1％）73,679

11,718（78.6％）

55,471

94,224

（38.2％）

31,950

（21.4％）72,135

（41.6％）

156,168
70,756（45.3％）

162,669
82,147

795
0

59,629

予算現額

支出済額

単位：万円

（  ）内は支出済割合　

労働対策などの経費 労　働　費

市の借金の返済費用

予算編成で予期しなかった支出への対応費用

公　債　費

民　生　費介護や子育て支援、福祉の充実などの経費

市議会の運営経費

衛　生　費ごみやし尿処理、予防接種、健康診断などの経費

消防、救急救命などの経費 消　防　費

（50.5％）

13,221
8,650（65.4％）

地域づくりや防災、庁舎の維持管理などの経費

24,783

336,912

（33.9％）

145,334

14,915

（0.0％）

179,473

214,645（38.8％）

97,088（39.7％）

19,617
10,506（53.6％）
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エキサイト広場を無料開放

　市では、法律に基づき、住民基本台帳の閲覧状況を年１回公表しています。平成30年11月１日から令和元年
10月31日までに行われた閲覧は、次のとおりです。
　社会情勢の変化と個人情報に対する意識の高まりに対応するため、営利目的での閲覧は禁止されています。
問　市民生活課 （☎64・4810）

閲覧者氏名 利用目的（委託者） 閲覧年月日 閲覧した住民の
範囲

（一社）福井情報技術協会
代表理事　三上政幸

「ボランティア活動に関するアンケート調査」対象
者抽出
（福井県女性活躍推進課）

平成31年
１月25日

10歳以上男女

（一社）中央調査社
会長　大室真生

「生活保障に関する調査」対象者抽出
（（公財）生命保険文化センター）

３月12日
中荒井町近隣
18～69歳男女

㈱日本リサーチセンター
社長　鈴木稲博

「家計の金融行動に関する世論調査」対象者抽出
（金融広報中央委員会）

３月27日
中津川近隣
20歳以上男女

（一財）北國総合研究所
理事長　吉田仁

「小松空港利用に関する県民意識調査」対象者抽出
（石川県企画振興部）

令和元年
６月５日

20歳～79歳
男女

（一社）新情報センター
事務局長　平谷伸次

「読書についてのアンケート実態調査」対象者抽出
（（一社）家の光協会）

６月18日
16歳～79歳
男女

（一社）中央調査社
会長　大室真生

「住民意識調査」対象者抽出
（㈱時事通信社）

６月26日 20歳以上男女

（一社）福井情報技術協会
代表理事　三上政幸

「煙草に関するアンケート調査」対象者抽出
（福井県保健予防課）

８月19日 12歳以上男女

（一社）福井情報技術協会
代表理事　三上政幸

「福井県長期ビジョンに関するアンケート調査」対
象者抽出
（福井県未来戦略課）

８月19日
18歳～79歳
男女

（一社）中央調査社
会長　大室真生

「職業と社会に関する国際比較調査」対象者抽出
（ＮＨＫ放送文化研究所）

９月５日
春日、若杉町
18歳以上男女

（一社）福井情報技術協会
代表理事　三上政幸

「福井県女性の人生選択と自己実現に関する調査」
対象者抽出
（福井県県民活躍課）

10月11日
20歳～49歳
女性

（一社）新情報センター
事務局長　平谷伸次

「消費者意識基本調査」対象者抽出
（消費者庁）

10月30日
右近次郎近隣
15歳以上男女

住民基本台帳　閲覧状況を公表します 市議会本会議を傍聴しませんか
本会議日程 審議などの内容

12月２日月 
本会議（決算特別委員長報告、質疑、討論、採決、
議案上程、提案理由説明）

12月９日月 本会議（一般質問）

10日火 本会議（一般質問、請願・陳情上程）

11日水 午前10時　産経建設常任委員会

12日木 午前10時　民生環境常任委員会

13日金 午前10時　総務文教常任委員会

16日月
午前10時　人口減少対策特別委員会
午後１時　未来へつなぐまちづくり特別委員会

18日水 本会議（各委員長報告、質疑、討論、採決）

　第416回市議会定例会が、12月２日から
18日までの17日間開催されます。このう
ち本会議が開催されるのは４日間です。本
会議の開会時間は、いずれも午前10時を予
定していますが、開会前の会議により遅れ
る場合もあります。
　本会議は、誰でも傍聴できますので、気
軽に来てください。傍聴を希望する人は、
当日、傍聴席に入る前に議会事務局で受け
付けが必要です。
　また、各委員会も申し出により傍聴でき
ます。詳しくは、問い合わせてください。
問　議会事務局 （☎64・4830）

※予定のため、変更になる場合があります

見  本 月日　12月14日土、15日日
時間　午前９時～午後５時
場所　大野商工会議所
持ち物　①購入引換券②運転免許証な

ど本人確認のできるもの
問　福祉こども課（☎64・5142）

　ランニング、ウオーキングなど、それぞれの健康づくりや、友
達・家族とのだんらんの場所としてぜひ活用してください。
開放日　【休館日のみ】12月25日水、１月８日水、14日火、15日水、

22日水、29日水
利用場所　アリーナ（ランニングコースを含む）、１階ロビー、２

階和室
注意事項　・内履きを持参してください
　・備品などの貸し出しはしません（持ち込み可）
　・飲食はアリーナ観覧席と１階ロビーでお願いします
問　エキサイト広場（☎66・1433）

コミュニティ助成事業

　（一財）自治総合センターから宝くじの助成を受け、幸町区自治会で備
品（みこし・テントなど）を整備しました。
問　総務課 （☎64・4820）

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

幸町区が整備したみこし

　市税などの納付は、口座振替が便利です。手続きは
各金融機関窓口で申し込むほか、市役所で「ペイジー
口座振替」の申し込みもできます。これは、キャッシュ
カードを使って専用機械で受け付けするもので、預金
通帳や印鑑が必要ありません。　
利用できる税金・公共料金
市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動
車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、保育所
保育料、介護保険料、市営住宅などの家賃、上下水道使

用料や受益者負担金、和泉情報通信施設使用料※

※和泉情報通信施設使用料は一部の金融機関のみの取
り扱い

利用できる金融機関
北陸銀行、福井銀行、福邦銀行、越前信用金庫、北陸
労働金庫、テラル越前農業協同組合（12月２日から利
用開始） 、ゆうちょ銀行
受付場所　 市役所税務課
申し込みに必要なもの
口座振替を希望する口座のキャッシュカード （クレ
ジットカード不可）、本人確認ができる身分証明証
問　税務課（☎64・4811）

宝くじの助成で 整備しました

市税などの口座振替の申し込みは

キャッシュカードで簡単に
プレミアム付商品券を 土日特別販売します

SDGs目標 №3.すべての人に健康と福祉を

SDGs目標 №11

SDGs目標 №11

SDGs目標 №16.平和と公正をすべての人にSDGs目標 №1.貧困をなくそう

13 122019.12　広報おおの 2019.12　広報おおの



対象年齢の人は要チェック

対象年齢
（令和2年3月31日現在）

生活習慣病
健診 ※1

子宮頸
がん検診

乳がん検診
胃がん
リスク

検査 ※2

肝炎検査
 ※2

　21歳　平成10年４月２日～11年４月１日生 ○

　31歳　昭和63年４月２日～平成元年４月１日生 ○

　36歳　昭和58年４月２日～59年４月１日生 ○

　41歳　昭和53年４月２日～54年４月１日生 ○ ○ ○ ○

　46歳　昭和48年４月２日～49年４月１日生 ○ ○

　51歳　昭和43年４月２日～44年４月１日生 ○ ○

　56歳　昭和38年４月２日～39年４月１日生 ○ ○

　61歳　昭和33年４月２日～34年４月１日生 ○ ○

　66歳　昭和28年４月２日～29年４月１日生 ○

　71歳　昭和23年４月２日～24年４月１日生 ○

※１ 生活習慣病健診は
大野市国民健康保険
の加入者限定です。年
度途中に加入した人
は電話してください

※２ 胃がんリスク検査

（ピロリ菌など）と肝

炎検査は集団検診で

のみ受診できます

年内の大腸がん検診の検体提出は12月20日金までに
受付時間　午前８時30分～午後５時15分 月～金（祝日・年末年始を除く）
提出先　健康長寿課（結とぴあ内②番窓口）
料金　500円（75歳以上の人は無料）
その他　年明けは１月６日月～２月28日金まで受け付けます

個別検診は年明けも受けられます
　最終日12月15日日の都合が悪い人は、県内
指定医療機関で個別検診を受けてください。
各種がん検診　２月末まで
特定健診(生活習慣病)　３月末まで
※各医療機関へ予約してから受診してください

日時　12月15日日
※受付時間　午前８時30分～10時15分
場所　結とぴあ
持ち物　受診券、健康保険証、受診料
その他　胃・乳・子宮頸がん検診は要予約
　受診券を紛失した人は電話してください

今年度最後の集団検診

　次の年齢の人は、無料で各種検診を受けられます。

冬
の
感
染
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

問　

健
康
長
寿
課 

（
☎
65
・
７
３
３
３
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
も
冬
に
多
い
感
染
症
で
す

が
、
近
年
は
一
年
中
発
生
し
て
い
ま
す
。
感

染
す
る
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す
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感
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発
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い
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す
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イ
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ス
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手
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調
理
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理
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理
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康
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に
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意
し
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症
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な
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⑤
嘔
吐
物
な
ど
の
適
切
な
処
理

嘔
吐
物
の
処
理
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適
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塩
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※
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す
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適
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ペ
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㍑
）の
水
に
つ
き

キ
ャ
ッ
プ
２
杯（
10
㍉
㍑
）を
入
れ
た
も
の

　薬は正しく使っていても、副作用の起きる可能性があります。「医薬品副作用被
害救済制度」とは、万が一、入院治療が必要になるほどの健康被害が起きたとき、
医療費や年金などの給付を行う公的な制度です。

【救済制度の相談窓口】
独立行政法人　医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）
フリーダイヤル　0120・149・931
受付時間　午前９時～午後５時　月～金（祝日・年末年始を除く）

問　健康長寿課（☎65・7333）

医薬品副作用被害救済制度
を知っていますか

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

冬
に
流
行
す
る
感
染
症
の
代
表
的
な
も
の

で
す
が
、
近
年
は
春
ま
で
感
染
す
る
こ
と
が

あ
り
、
長
期
間
流
行
し
て
い
ま
す
。
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ン
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ル
エ
ン
ザ
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予
防
方
法

①
手
洗
い
、
う
が
い
を
徹
底

②
人
混
み
を
避
け
る

③
マ
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を
着
用

④
部
屋
の
湿
度
を
保
つ

⑤
予
防
接
種
を
受
け
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

予
防
接
種
は
、
満
65
歳
以
上
の
人
と
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能
に
障
が
い

が
あ
る
60
歳
～
64
歳
の
人
に
は
半
額
程
度
の

助
成
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
31
日
ま
で
に
受
け
た
予
防

接
種
が
対
象
で
す
。

※
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

異常なし

早期発見

健診を
受けましょう

問　健康長寿課 （☎65・7333）

市から気象の特別警報や防災情報などを配信します

１

３

２

２次元コードを読み取り、
空メール（件名・本文は不要）
を送信（bousai.ono-city@
raiden.ktaiwork.jp）

登録用ＵＲＬが記載されたメールが届く

必要事項を入力して登録

防災メールに

登録してください
防災メールで配信する情報

避難情報の発令、避難所の開設情報やJアラー
トと連携した緊急情報など

　登録はこ
の３段階！

SDGs目標 №3.すべての人に健康と福祉を

SDGs目標 №3

SDGs目標 №3

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

問　防災防犯課（☎64・4800）
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木

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後１～２：30
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後１～２：30
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後１～２：30
　保健センター（結とぴあ内）
健康Happyタイム
　前10～11
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後１～２：30
　保健センター（結とぴあ内）

水

Jアラート全国一斉情報伝達
訓練
　前11

３歳児健康診査
　後１～１：30
　保健センター（結とぴあ内）

●市議会本会議（予定）

火

健康プラスデー
　前９～後６
　保健センター（結とぴあ内）
健康栄養相談
　後１：30～３：30
　保健センター（結とぴあ内）

ストレス相談（要予約）
　後２～４　結とぴあ
１歳半児健康診査
　後１～１：30
　保健センター（結とぴあ内）
●市議会本会議（予定）

介護予防自主講座うららで
やろまい会（要予約）
　前９：30～11：30
　結とぴあ

絵本の部屋
　前10～正午　図書館
住民票などのコンビニ交付停止
　後５～

住民票などのコンビニ交付停止

月

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後１～２：30
　保健センター（結とぴあ内）
●市議会本会議（予定）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後１～２：30
　保健センター（結とぴあ内）
●市議会本会議（予定）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後１～２：30
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後１～２：30
　保健センター（結とぴあ内）

住民票などのコンビニ交付停止
●ごみの年末受け入れ

日

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

マイナンバーカード休日交付
窓口（要予約）
　前９～正午

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
●ごみの第４日曜日受け入れ

住民票などのコンビニ交付停止

土

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
あそぼう百人一首
　後３～４　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
マイナンバーカード休日交付
窓口（要予約）
　前９～正午

金

針供養

世界エイズデー

青少年育成の日
家庭の日

冬至

世界人権デー

食育の日

クリスマス

４

11

18

25

人権相談・行政相談 ５・19日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・4820
（総務課)無料登記相談 11日 後１：30～４ 結とぴあ

法律相談 12・19日 後１～４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要予約

【保健関係】

１

８

15

22

29

６

13

20

27

大雪

官庁仕事納め

７

14

21

28

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

地球温暖化防止月間
大気汚染防止推進月間
歳末たすけあい運動
雪に備える週間（１日～７日）
障害者週間（３日～９日）
人権週間（４日～10日）
北朝鮮人権侵害問題啓発週間（10日～16日）

■
■
■
■
■
■
■

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

５

12

19

26

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
年金相談 26日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎0776・23・4518

（福井年金事務所）

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター） ４・11・18・25日 ４日　後６～８

ほか　後１:30～３:30 結とぴあ ☎64・5142
（福祉こども課）

臨床心理士による教育相談 ５・12・19・26日 後１～５ 青少年教育センター ☎66・6650
（教育総務課）

心配ごと相談 12・19日 前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（商業） ６日 後１～４

大野商工会議所

☎66・1230

労働 10日 後１～４
金融（日本政策金融公庫・中小企業事業） 13日 後１～３
法律 19日 後１～４
税務 20日 後１～４
司法書士相談 18日 後１～４
夜間相談 ５・19日 後５～８
和泉地区相談会 ー ー （会場）和泉ふれあい会館

要予約
要予約

要予約
要予約
要予約

要予約

要予約

休館日
休日急患診療
（☎65・8999）

【診療科目】
　小 児 科  （日･祝日のみ）・内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１～９（７・14・21・28日）
　日・祝日  前９～後９（１・８・15・22・29・31日）市民カレンダー12月 師 走

しわす

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 29・30・31日
公民館 29・30・31日
図書館 ２・９・15・16・23・28・29・30・31日
本願清水イトヨの里 ２・９・16・23・27・28・29・30・31日
歴史博物館 20・21・22・27・28・29・30・31日
民俗資料館 27・28・29・30・31日
和泉郷土資料館 ２・９・16・23・27・28・29・30・31日
越前大野城 冬期休館中（12/１～３/31）
笛資料館 冬期休館中（12/１～３/31）
武家屋敷旧内山家・旧田村家 27・28・29・30・31日
文化会館 ２・９・16・23・29・30・31日
COCONOアートプレイス ２・９・16・23・27・28・29・30・31日
B&G海洋センター ２・９・16・23・29・30・31日
エキサイト広場 ４・11・18・25・29・30・31日
あっ宝んど ９（臨時休館）・10日
うらら館 ２・９・16・23・30日（31日は後５まで）
平成の湯 ３・10・17・24日
結とぴあ（有終会館） 29・30・31日

各種検診日
実施日 時  間 会　場

15日 前８：30～10：15 結とぴあ

【生活習慣病健康診査・肺がん検診・前立腺がん検診・大腸がん検診・肝炎検査・ピロリ菌検査】

実施日 時  間 会　場

15日 前８：30～10：15 結とぴあ

【子宮頸がん検診（要予約）】　

実施日 時  間 会　場

15日 前８：30～10：15 結とぴあ

【乳がん検診（要予約）】　

問い合わせ先：保健センター（結とぴあ内）
（☎66・6631）

実施日 時  間 会　場

15日 前８：30～10：15 結とぴあ

【胃がん検診（要予約）】

各種相談日

国際障害者デー

♡内の数字は、健康づくりポイント事業の対象点数
　を表しています

♡３

♡３

♡３

♡３

♡３

♡３

♡３

♡３

♡３

♡３

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 ４・18日 前10～11 保健センター（結とぴあ内） ☎65・7333

（保健センター）

育児不安解消サポート事業
（おひさま広場） ー ー 子育て支援センター

（結とぴあ内）
☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 ４・18日 後２～３

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ３・17日 前９～11

女性相談 ２・５・12・16・19・26日 前９～後５

補聴器相談 16日 前10～正午 結とぴあ ☎64・5142
（福祉こども課）

ピアサロン いちご会（え） ４・11・18・25日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎69・1600
（障害者相談支援センター）

要予約

要予約

♪上り４音チャイム♪
▼これは、Jアラートのテストです
　（３回繰り返し）
▼こちらは、大野市です
♪下り４音チャイム♪

今 月 の 納 税

★納税は、便利な口座振替を
　ご利用ください

固定資産税　第３期分
国民健康保険税　第６期分

◆納期限  12月25日（水）

今月は
後期高齢者医療保険料

（普通徴収）の納付月です！

・後期高齢者医療保険料（普通徴収）　第６期

◆納期限　１月６日（月）
※普通徴収は、年金から保険料が

天引きされない方が対象です。
市発行の納付書で、金融機関な
どで個別に納めてください
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